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|2025年10月5日付・下野新聞20面I記事は加工しています

「知られぬ日本の面影」の島楓＿|
を行観 9師フ

口鱈も彦懇

疇屑籍；：

喜］

加
賀
の
潜
戸
の
新
潜
戸

晨畳n万已宣ご己囚口言
パ
チ
、
パ
チ
ー
。
彼
が
「滝
の
よ
う
」

適
合
と
さ
れ
る

「神
迎
の
道
」
沿
い
続
い
て
松
江
の
中
‘
拭
苧
へ
。
天
守

と
表
現
し
た
、
参
拝
者
の
手
を
た
た
に
は
、
玄
関
口
に
ひ
し
ゃ
く
を
備
え
が
現
存
す
る
松
江
城
に
つ
い
て
、
ハ

く
音
が
、
拝
殿
に
響
い
た
。

る
家
も
。
海
水
で
み
そ
ぎ
を
す
る
「
潮
ー
ン
は

「怪
奇
な
も
の
を
寄
せ
集
め

西
に
約
1
＊
口
の
稲
佐
の
浜
は
、
旧
汲
み
」
と
い
う
風
習
。
日
々
の
荘
ら

て
で
き
た
這
の
よ
う
」と
や
や
冷
淡
゜

暦
10月
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
神
々
し
と
神
の
世
界
の
距
離
が
、
こ
こ
で
市
井
の
寺
社
の
方
が
よ
り
魅
力
的
だ

を
迎
え
る
場
所
だ
。
大
社
ま
で
神
が
は
近
い
。

っ
た
よ
う
だ
。

出雲大社の本殿

歴史編 9
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遊
覧
船
が
通
る
堀
沿
い
を
行
く

と
、
武
家
屋
敷
の
並
ぶ
一
角
に
彼
が

妻
セ
ツ
と
喜
ら
し
た
旧
居
が
残
る
。

お
気
に
入
り
だ
っ
た
と
い
う
日
本
庭

園
か
ら
、
室
内
に
再
現
さ
れ
た
机
に

目
を
や
る
と
、
裔
馨
話
を
患

一コ

う
仲
む
つ
ま
じ
い
箇
累
浮
か
ぶ
。

h

隣
の

「小
泉
八
雲
記
念
館
」
で
は
、

五

代
表
作

「怪
談
」
を
は
じ
め
日
本
文

じ

化
を
世
界
に
伝
え
た
業
績
や
生
涯
を
も
う
―
つ
の
「
旧
潜
戸
」
に
は
幼

学

ぺ

る

。

い

死

者

の

魂

が

集

ま

る

と

さ

れ

、

小

日
本
海
沿
い
に
足
を
延
ば
す
。「
加
石
を
積
ん
だ
塔
が
無
数
に
広
が
る

際

郎

―E
は
、
ハ
ー
ン
が
載
向
を

「知
の
回
」
は
、
ひ
ん
や
り
と
し

熱
望
し
た
名
勝
地
だ
。
海
に
突
き
出
て
も
の
悲
し
い
。
石
を
崩
せ
ば
子
の

た
半
島
に
は
波
で
で
き
た
奇
岩
が
並
霊
が
積
み
四
す
と
い
い
、
歩
く
際
は

び
、
洞
窟
が
二
つ
。
神
が
矢
で
射
通
注
忠
を
。
ハ
ー
ン
が
描
い
た
風
景
は
、

し
て
で
き
た
と
の
雪
い
伝
え
が
あ
る
今
も
神
秘
へ
の
想
像
力
を
か
き
立
て

扁
戸
」
に
遊
覧
船
で
入
る
と
、

る
。

誓
と
澄
ん
だ
水
面、
静
酪
眉

（文
・
写
真
迎
藤
懇
〖
同
通
信

り
、
そ
の
ま
ま
異
世
界
へ
と
吸
い
込
記
者
）

ま
れ
そ
う
。

（毎
月
第
1
日
曜
日
撼
載
）
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ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー
ン

1
8
5
o
-
1
90
4
f

i
年。
ギ
リ
シ
ャ
牛
ま
れ
。
英
仏
で
教
育
を
受
け

1
9歳
で
渡
米
、
新
聞
記
~

五
者
に
。
松
江
滞
在
中
に
妻
セ
ツ
と
出
会
う
。
そ
の
後
、
熊
本
、
神
戸
、

”

i
墾
界
に
転
店。

96年
、
日
杢
国
籍
を
取
得
し
て
4
泉
八
雲
を
名
乗
り
、
』

｀
策
儡
大
や
早
稲
田
大
で
教
填
に
立
っ
た
。
セ
ツ
を
モ
デ
ル
に
し
た
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社

N
HK
連
続
テ
レ
ピ
小
説
涅
符
ほ
け
」
が
今
秋
か
ら
放
送
中
。
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ハ
ー
ン
が
愛
し
た
自
然
観

島根ミi

年

組

⑳ 

小
学
校
高
学
年

S
高
校
生
向
け

遊
覧
船
が
運
航
さ
れ
て
い
る
松
江
城

周
辺
の
堀

記事り

【1】の人物が西洋人で初めて本殿への昇殿贔●

設 問
【1】後に小泉八雲と名乗る作家は誰ですか。
の文章をよく読んで答えましょう。

【2】【1】の人物が松江市に来たのは何年ですか。

【3】

を許されたのはどこですか。記事の文章をよく読んで

答えましょう。

【4】見出しの空欄Aに入る語句を漢字1文字で考
えて書きましょう。

【5】出雲大社の参拝者の手をたた＜音を小泉八雲
は何と表現しましたか。
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